
別紙 2
計算書類に対する注記（足羽学園拠点区分用）

1. 重要な会計方針

(1) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

① 貯蔵品

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は時価（再調達原価）が簿価よりも下落

した場合には時価評価額による評価）

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっている。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっている。

③ リース資産

a) 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

b) 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち平成 25 年 3 月 31 日（会計基

準省令移行年度の前年度末）以前のものについては、通常の貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっている。

(3) 引当金の計上基準

① 徴収不能引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債券等特定の債券については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してい

る。

② 賞与引当金

職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する金額及び当該賞与に

係る法定福利費（当法人の負担額に限る。）を計上している。

③ 退職給付引当金

a) 福井県民間社会福祉施設職員退職共済会に係る退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、期末退職金要支給額を計上している。

2. 採用する退職給付制度

当拠点が採用する退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共

済制度及び福井県民間社会福祉施設職員退職共済会の退職手当共済制度を採用している。

3. 拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

(1) 足羽学園拠点計算書類

（会計基準省令第 1 号第 4 様式、第 2 号第 4 様式、第 3 号第 4 様式）



(2) 拠点区分事業活動明細書（別紙 3（⑪））

a) 福祉型障害児入所施設【足羽学園】

b) 短期入所【足羽学園】

(3) 拠点区分資金収支明細書（別紙 3（⑩））

a) 福祉型障害児入所施設【足羽学園】

b) 短期入所【足羽学園】

4. 基本財産の増減内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土 地 4,901,623 0 0 4,901,623
建 物 341,876,956 0 180,424,879 161,452,077
合 計 346,778,579 0 180,424,879 166,353,700

5. 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助均等特別積立金の取崩し

該当なし

6. 担保に供している資産

該当なし

7. 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

                             （単位：円）

勘定科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 176,341,490 14,889,413 161,452,077
構 築 物 17,983,452 7,362,739 10,620,713
車 輌 運 搬 具 7,852,720 7,852,715 5
器 具 及 び 備 品 34,185,783 14,774,422 19,411,361

合  計 236,363,445 44,879,289 191,484,156

8. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

9. 重要な後発事象

該当なし

10. その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らか

にするために必要な事項

(1) 平成 31 年 3 月に足羽学園新園舎が完成し、同４月より供用を開始したことを受けて、それ

まで利用していた「定款 第 30 条 2 項（イ）鉄筋コンクリート造陸屋根 足羽更生園管理棟

居住棟 1,316.82 ㎡」の持ち分全部を足羽更生園へ移管した。その勘定科目及び金額につい



ては下記表のとおりである。

【固定資産移管額】

勘定科目 移管時額

建 物 （ 基 本 財 産 ） 173,277,958
国庫補助金等特別積立金 109,750,714


